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どもの権利条約 フォー ラム2000 in 群馬 、

盛況 ！！（1 1／2 5 ，2 6 於・高崎市中央公民館及び集会ホール）

今 ま で東 京 ・ 大 阪・ 福 岡 とい った 、 いわ ゆ る 大 都 市 で しか開 催 さ れ て こな か

つた子 ども の 権 利 条約 フ ォー ラ ム が 、今 年 初 め て 三大 都市 を離 れ た 地 一群 馬 －

で開催 。 事 務 局 とな った高 崎 子 ど も劇 場 の方 々 e tc の 尽力 によ り、 フ ォー ラム

は両 日 とも 大 盛 況 で した 。 以 下 で 、高 崎 子 ども 劇 場代 表の 高 橋 さ ん に 、 フ ォー

ラム 2 0 0 0 を 総 括 して頂 き ま した 。（フ ォー ラ ム の 詳 細 な報 告 は 6 － 7 頁 を参

照。）

の権利集約フォーラム2 0 0 0 in 群馬を終えて

高 橋 佐 紀 子 （高崎子 ども劇場代表）

群馬県といえば、全 国でも指折 りの保守王国。男女別学の公立高校の共学化

も足 踏 み状 態 とい う土 地 柄 で す 。 この群 馬 で 、 子 ど も の 人権 を 考 え る全 国 レベ

ルの フ ォー ラム が 開 か れた の は画 期 的 な こ とで した 。 同 時 に、 県 内 か らの参 加

者は あ るの か とい う懸 念 も強 くあ りま した 。 と こ ろが 、二 日 間 で延 べ 6 8 0 人

（ うち 、県 内 は4 5 0 人位 ） の参 加 者が あ った の です 。本 当 に驚 き ま した 。実行 委

上下 とも、一 日目・ シ ンポジウ ム

員の 地道 な 呼 び か け が こ

の結 果 を 出 した の で しょ

う。

フ ォ ー ラ ム は 両 日 と

も、密度の濃い学習の場

とな った よ うで 、大 成 功

だった と思 い ま す 。で も

私は 、 これ で 終 わ った と

いう気 に は な りま せ ん 。

5 回 の 学 習 会 、 二 日間 の

フォー ラム を 通 して考 え

ること が沢 山み つ か りま

した 。 そ の こ と を 参 カロし

た人 、 しな か った 人 と 一

緒に話 し、考 え 合 って い

きた い と思 い ます 。 そ う

いう点 で これ か ら始 め て

いくん だ とい う気 持 ち で

います 。 同 じ気 持 ち で い

る方 、 ど うぞ 実 行 委 昌 会

の群馬事務局 までご連絡

くだ さい 。

（ 連絡先 ：T E L／F A X

0 2 7 －3 5 2 －6 1 2 1）
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少年法「改正」法が通過して…

今後わた したちは何をすべ書か

石井 小夜 子 （弁護士）

2 0 0 0 年 1 1 月 2 8 日、「改正 」少 年法 が成 立 した 。

子どもの 権利 条約 や少 年 司法 運 営 に関 する 国連 最低

基準規 則 の方 向 と は逆 の 「厳 罰化 」 で ある 。戦 後改

革の 一つ で あ り、子 ども の権 利保 障 に関す る基 本法

の一 つが 、 この よ うな 形 で大 き く後 退 させ られ たの

は、初 め てで あ ろ う。 取 り返 しの つ かな い禍 根 を残

すもの で はな い か 、 との危 惧 を払 拓Eで きな いが 、 こ

れが憲 法 ・教 育 基本 法 「改正 」の 引 導 にな らな いた

め、 また 状況 が 変わ れ ば 取 り返 せる と気 を取 り直す

ため にも 、 こ こで は、 これか らど うする か 、を 若干

書いて いこ う。

1 ． N G O の果 たすべ き役割

ま ず は、 国連 子 ども の権 利 委員 会へ の 取 り組 みで

ある 。i改府 はま も な く国 連子 ど もの権 利委 員 会 に報

告書 を出 す こ と になる 。 わた したち N G O は、今 回

の逆の 動 き をき ちん と伝 え よ う。な に しろ 、 1 9 9 6

年の Ⅰ改府 報 告 書 で は 、「1 6 歳 未 満 の者 につ い て は、

刑事手 続 に移 行 で きな い こ と と し、低 年 齢の 少 年 に

対して特 に配 慮 が され て いる 。」「検 察官 が被 告 人 を

弾劾 し、その 刑 事 責任 を 追及 す る とい う刑事 手 続の

ような対 立構 造 は好 ま しくな く、関 係者 の協 力 を得

て、裁 判 官 が直 接少 年 に対 し語 りかけ 、教育 的 な働

きか けを 行 う こ とので き る非 形 式的 な審 問構 造 がふ

さわ しい 。」 と 、 誇 ら し く報 告 して い た の で あ る 。

2 ．付添人の重要性

次 に、 少 年司 法 の 運 用 の 問 題 が ある 。「改 正」 法

でも 、裁 判 官の 裁量 が 残 され て お り、今 後 は この裁

量を い か に理 念 に沿 った 運用 を させ る か、 にか か っ

てい る 。そ の意 味 で、 少年 司 法 にか かわ る実 務 家の

意識 的な 運用 が 期待 さ れ る。 特 に、 少年 のパ ー トナ

ーと しての付 添 人の 役 害りは今 以上 に重要 になる 。現

在1 ．5 ％ しかつ い て ない （少 年 院送 致 の場 合 に限 っ

ても 3 割 程 度） 付 添 人 を よ り多 く増 や す工 夫 と、付

添人活 動の工 夫 と努 力 が求め られ る。

3 1 市民 による施行状況の監視

そ れ と同 時 に 、市 民 的 監 視 が不 可 欠 で あ る 。「改

正」 法付則 には、「施行 後 5 年を経 過 した 時点 での施

行状 況 を 国会 に報告 、 そ の検 討の 上 で必 要 があ れ ば

法整備 等す る」 旨の見直 し規 定が入 った か らで ある 。

更な る厳 罰 化 を 目論 む附 帯決 議 を見 る と、 この 「見

直し」規 定 を評価 する こ とは難 しいが、少 な くとも 、

この 状況 を 市民 側 の視 点 で きちん と把握 し、更 な る

』
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厳罰 化 を 阻止 する と共 に 、市 民側 で よ り良 き見 直 し

を提起 で きるよ うにする ため 、監視 は不可 欠 である 。

もっ とも 、少年 審判 は 非公 開 で ある ゆ え、 市民 が そ

の実 態 を矢口る こ とは 困難で あ る 。弁 護 士や 今 回反 対

運動 を 担 って きた現 場 関係 者の 協 力 を得 て 、 で きる

だけ事 実 を集 め 、集 約 して い きた い 。更 に、少 年 を

サポー トす る弁 護士 外 の者 が付 添 人 にな れ る よ うに

工夫 した り、少 年法 制 によ り広 い 市民 が 入 れる 方策

も手 探 り した い 。

4 ．今 、 本 当 に求 め られ て い る こ と

少 年犯 罪 は社 会の 鏡 で ある 。必 要な の は この 根 っ

子の 改 革 で あ 尋 。「改 正 」 法提 出者 白身 、少 年 法 が

改正 さ れて も犯 罪 は減 らな い と言 い続 け、 お題 目の

ように、皆 がこれ に取 り組 むべ きだ 、と言 う。 だが 、

彼らの考 え て いるそ れ は、 わ た したち が 考 えて い る

こと とは 正 反対 の 方 向 で あ る。「憲 法 ・ 教 育 基 本法

『 改 正 』 によ り、社会 全 体 の規 範意 識 や責 任 と義 務 、

個と公の 関係 な ど新 しい 日本の あ り方 をき ちん と求

めて い く こと」 と言 うので あ る。 ）令静 な 状 況の 判 断

をしな い と、今 後そ の 動き は促 進 さ れる 。 また 、犯

罪に対 して身 を引 い て 考 え る と 、「凶悪 化 」 報 道 に

無批 判 にな って 、「も はや罰 しか な いので は」「被害

者の ため にはやむ を得な いの では」 にな って しま う。

社会 の 中で苦 悶 してい る少 年 たち の 姿 を リアル に受

けとめ 、 これ と少年 法 が本 来 果た す 役割 の 関係 がわ

かる 動 きを広 げる こ とであ る 。 きち ん と話 し合 え る

機会 さ えあ れ ば、難 しい こ とで はな い 。その 上 で何

が必 要 か、矢口恵 を 出 し合 う こと 、わ た した ち 、地域

や市 民 の力 で支 え る方 向の 動 き を作 る こ とだ。 これ

を国 に求め る と、危 な い事態 にな ってい る。

5 ．子 ども た ち と と も に

最 後 に 自戒 を込 めて 言 えば 、今 回 は子 どもた ち に

問題 を広 げる 動 き がで き な か った こ とで あ る 。「改

正」 法 が成 立 する 直前 に ご く普通 の 高校 二 年生 た ち

に講 義 を した こと があ る 。講 義 が終 わ った 瞬 間 1 0

人以 上 が 集 ま り、「な ぜ 僕 た ち の声 を聞 い て も らえ

ないの か」「僕 た ちの声 を どう した ら届 け られ るか 」

「 どう した ら今 の状 況 を変 え る こ と がで きる か 」 と

真剣 な 問い が 相次 いだ 。 こ う した声 が 1 0 代 には 潜

在して い た の で あ る 。 こ こ と ど う した ら手 を 結 べ る

か、 これ も今後の 課題 であ る。
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国連・子どもの権利委員会、
「 子どもに対する国家の暴力」について
勧告を採択

平野 裕二（A RC代表）

子 どもの権利委員会 、「子どもに対 する暴力」の

問題 に高い関心

2 0 0 0 年 9 月 2 2 日、 国連 ・ 子 ども の 権 利委 員 会第 2 5

会期 にお い て 「子 ど も に対 す る国 家 の暴 力 」 を テー マ と

する一般的討議が開催された。これは、通常の報告審査

とは異 な り、特 定 の テー マ に つい て 条 約の 解 釈 を深 め た

り必 要 な 措 置 を 特定 した りす る 目 的 で 、お おむ ね年 に 1

回、 委員 会 が開 催 してい る もの であ る （今 回 が9 回 目）。

子 どもの権利委員会は、今年 と来年 （2 0 0 1 年）の 2

回の 一 般 的討 議 を 「子 ども に対 する 暴 力」 の 問 題 に割 く

ことを 決 定 して い る 。委 員 会 が この 問 題 に高 い 関心 を 払

つてい る こと の表 れ であ る 。 今 回 は次 の 2 つ の 問題 に焦

点が 当 て られ た。

（ 1）国 の ケ アを 受 けて い る 子 ども の不 当 な取 扱 い 、 虐待 お

よび放任 （児童福祉施設等における暴力な ど）

（ 2）「法 と公 の秩 序 」上 の 関 心の 文 脈 に お ける 、子 ども に

対 す る暴 力 （警 察官 によ る暴 力 、 少 年矯 正 施 設等 にお

け る暴 力 な ど）

施設 における暴力 に関する監視／苦情申 し立て機構

について－勧告内容～

来年は、学校と家庭のそれぞ；n の場 面における暴力が

取り上 げ られる 予定 で あ る 。

関連の国際機関、 N G O 、専門家等 が参加 した討議の

結果 をも と に、 第 2 5 会 期 の 最終 日で あ る 1 0 月 6 日、 委

員会 は 3 6 項 目か らな る 詳薄田な勧 告 を採 択 した （勧 告 の

日本語訳全文 、および議論の経過を含む詳 しい解説 は、

子ど も の 人 権 連 『 い ん ふ お め － し ょ ん 』 第 7 0 号 ＝

2 0 0 0 年 1 0 月号 ＝参照 ）。

と りわ け注 目さ れる の は 、施 設 に お ける 暴 力 に 関す る

監視 お よ び苦 情 申 立て の た めの 機 構 に 関 して 、 かな り詳

細な 勧告 が行 な わ れた こ とで あ る。

1 ．監視機構
まず 監視 機 構 に つ いて は 、次 の よ うな要 件 を 備 える こ

とが 求 め られた 。

（ j）警察署や民間施設を含むあ らゆる施設の設備・記録

に全 面 的 にア クセ スで き る こと

（ ii）抜 き 打 ち の訪 問 や子 ども ・ 職員 との 秘 密 の話 し合 い

が認 め られ る こ と

（ 川）設 備 やサ ー ビス の状 態 の み な らず 「子 ど も お よび そ

の発達の状態および環境」を監視すること

2 ．苦情申立て

苦 情 申立 て に関 して は、 子 ども や そ の家 族 に よ る苦情

のみ な らず 、 施設 職 員 や N G O によ る通 報・ 苦 情 申立 て

が想 定 さ れ る と とも に 、「と く に子 ども 自身 お よ び職 員

を対 象 と して 報復 か らの適 切 な 保 護 を提 供 す る こと」 の

必要 性 が強 調 さ れ てい る 。 さ らに、職 員 に対 して 施設 内

暴力等 の 通報 義 務を 課 す こと も求 め られ た 。

この よ うな 苦情 申立 て機 構 の 立 案 にあ た って は子 ど も

参カロが保 障 さ れ な けれ ば な らず 、 また そ の 存在 と運用 に

つい て 子 ども に充 分 な 情 報 が 提 供 さ れ な け れ ば な らな

い。「障害児 、言語的能力 の異なる子 ども等 のニーズ」

も含 む子 ども の特 別 な ニ ー ズを 考 慮 す る こ とも求 め られ

る。 また 、 暴 力の 被 害 を受 けた 子 ども を対 象 とす る ホ ッ

トラ イ ン等 も整備 さ れ るべ きで あ る 。

この よ うな 苦情 に対 して は、 独 立 した 立場 か ら徹 底 的

な調 査 が行 な わ れ、 暴 力 の加 害 者 に対 して 「それ が相 当

な場 合 に は解 雇 お よび 刑事 告 発 の 対象 とさ れ る こと」 を

含む適切な処分が科され、調査に関する報告書が公開 ・

周知 され な けれ ばな らない 。

日本の課題

この よ う に、児 童 福祉 施 設 にお ける 暴 力 につ い て国 連

レベ ル で初 め て ま とま った 勧 告 が 出さ れ た意 義 は きわ め

て大 き い とい え よ う。 日本 で も 児童 養 護 施設 を 中心 と し

て児童 福 祉 施 設 に おけ る子 どもへ の 暴 力 が とき ど き発 覚

して お り、 な か に は刑 事事 件 に発 展 した も のも あ る （た

とえば工イデル研究所 『季刊子 どもの権利条約』第 8 号

参照）。今 回の委員会の勧告を踏まえ、第三者機関の整

備、施 設 に対 す る支 援 の強 化 な ど 、施 設 に お ける子 ども

に対 す る暴 力 を 防止 す るた め に い っそ うの措 置 を とる こ

とが求 め られ る 。

包㊥ ㊥ R
（ 畠（り 0（う尾〈4〉

『 子 どもによる子 どものための 「子どもの権利条約」』

著者 ：小口尚子、福岡鮎美

協 力 ：アムネステ ィ・ インター ナシ ョナル日本 支部

谷川俊太郎

（小学館、19 9 5 年、14 2 8 円）

中学生の女の子二人が、子どもの権利条

約を 話 し言葉 の よ うな 口 調で 翻訳 した もの

です。

アム ネス テ ィ日本 支部 の主催 した 、「子 ど

もの 権利 条 約翻 訳・ 創 作 コ ンテ ス ト」で 最

優秀賞を受賞した作品。子 どもの権利条約

を全 く知 らな い人 が、「と にか く条 約の 中身

を知 ろ う ！」 とい う とき に ど うぞ 。 写真 も

たくさ ん入 つてい て、 きれい な本で す。

手
ど
打
品
種
蕊

子どもの権利条約 案5 3号・ 20 0 0 年 12 月 15 日号 ∠』



2 1 世 糸己の選挙 は 1 8 歳か ら！！

「 シンポジウム若者の政治参加を目指 して

～選挙権年齢の引き下げを考える～」

′一国会議 貴か らの熱 いエー ルー一

大 友 新 （Rig叫 代表・大学生）

■R ig hts（ライ ツ）とは ？

～政治を若者や子どもの世界に引っモ張る原動力を目指 して－

私 た ち R ig h t s （ラ イ ツ ） は 、 未 来 を 長 く生 き る も の は 未

来の 選 択 に対 して よ り大 き な 責 任 を との 主 弓長の 下 今 年 の 5 月

3 0 日 に結 成 した グ ル ー プで す 。 メ ンバ ー の 構 成 は 、主 に 大

学生が多いですが、社会人 や高校生ももちろんいてわいわい

楽しくやっています 。人数 は今現在では会員約 1 2 0 名で、そ

の中 か ら幸手事 と して 1 2 名 が 主 な 運 営 を して い ま す 。 そ の 運

営に 携 わ って い る メ ンバ ー の 年 歯引ま、 下 は 1 8 歳 か ら上 は 2 8

歳ま で と 幅 が 広 く、 世 間話 の 時 で は ジ ェネ レー シ ョン ギ ャ ッ

プを感 じなが らもい ろんな花 を咲かせています。さて、そん

なR ig h t s が 目指 しているの は選挙権の年齢を今の2 0 歳以上

から 18 歳以上 に引き下げの実現です。

■国会 議員 は どう考 えてい る ？

一一選挙権・被選挙権の年齢の引き下げは必要一－

その活動主旨の下、私たちは 1 1 月 1 5 日（水） に代々木の

国立青少 年セ ンターで、「若者 の政治参 加を 目指 して －選

挙権 年 齢 引 き 下 げを 考 え る －」 と い う イ ベ ン トを 企 画 しま し

た。 パ ネ リス トと して 主 要 6 政 党 か ら国 会 議 員 （下 村 博文（自

民）、枝野 幸男 （民主 ）、高木 陽介 （公 明）、武山百合子 （自

由）、春名直 幸 （共産 ）、保坂展人 （社民））が集 い、会場 に

≡十レL ＋±l l⊥ 七＿L ノ ＿．ト ／ ′T 二ヽ：！＝ヒニ土コ乙ヽ幸 ′・丁ヽ士：ナr－7てここコ＝S■セ「トr 壬生喜一∠ゝ J＿ゞ 一丁lT l一＿、⊥⊥＋ l

いう こ とが 挙 げ られ ま した 。

②政治教育について

い か な る教 育 に お い て も 中立 と い う こ と は あ り得 な い と い

うこ と 。そ の点 を踏 ま えな が ら新 た な シ ス テ ム 作 りが 必 要 と

され る が 、学 校 と い う環 境 に は 、生 徒 が 自 分 で あ らゆ る 物 事

を自 由 に考 え 、 自主 性 を も っ て決 め て い け る き っか け を 作 る

必要 が あ る と い う こ とが 挙 げ られ ま した 。

③選挙権・被選挙権年齢の引き下 げの賛否とその理 由

選挙権・被選挙権 の年齢 の引き下げについては、世界の流

れということもあって選挙 権・被 選挙権も同年齢の 1 8 歳以

上に 引 き下 げ る と い う 意見 が ほ と ん ど で した 。 中 には 選 挙 権

をち ょうど義務教育終 了時点の 1 5 歳以上 に引き下げる とい

つた意見 もあ りま した。 また民 法や少 年法 の成 人年齢 規定

（ 2 0 歳以上）の 引き下 げと同時に引 き下 げる かまたは同時

にと い うの は お か しな 議論 で 、 別 に 連 動 さ せ る 事 な く引 き下

げは可 能 だ と い う こ とで 多 少 の 意見 の違 いが 見 られ ま した 。

l あ とは声を あげて行 こう ！

一－一人の問いかけから一億人の共感へ

で は、そ の実現 のためには何が必要なのか。やは り若 い世

代が選挙権年齢 の引き下 げを求める声をあげる ことです。そ

してその求 める声 とは、未来 を長 く生きる若い世代が選挙の

際に投票 に行 くのがいかに大切 なのか、自分の未来 に待ち構

えて い る事 実 に対 して直 視 す る の が い か に 大 切 な の か と い う

ことを、家族 や友人 や教師 など自分 の身近にいる人たち に問

いか け 、議 論 す る と い う こ と で す 。 私 た ち ラ イ ツ は 選 挙 権 年

齢の 引き下 げを求 める全 国キャンペ ーンを通 じて、一人一人

から得 られ る共感 を一億人 の共感 へつなげて行きます。そ う

いった共感 が若 い世代 から他の世 代へとつな ぐ掛け橋 にな り

ます 、また次 の時代へ と進 む掛 け橋 にもな ります。その共感

とい う名 の 掛 け橋 が実 現 へ の 近 道 と 確 信 して これ か ら取 り組

んで い き ま す 。

R ig h t s ホ ー ムペ ー ジ

h tt p ：／／W W W 2 ．ny a n b 0 0 ．CO m ／「ig h t s ／



ユニセ フ国際 シンポ ジ ュウム

「 子どもたちの2 0 世紀
（2 0 0 0 年 1 1月 2 0 日 日本教育会館一ツ橋ホール）」

に参加 して

赤 池 悦 子 （子どもの権利条約ネッ トワーク運営委員）

2 0 世 紀 tこ人 類 は 二 度 の 大 き な 戦 争 を 経 験 しま した 。

その 経験 の 中 か ら子 ども の権 利 条 約 が生 ま れ て く るま で

の経 緯 につ い て ヴ ィテ ィ ツ ト・ ム ン ター ボ ー ン氏 の 基調

講演 があ り、 そ の後 、 毛利 子 来 、 ア グネ ス・ チ ャン、東

郷良 尚各 氏 を 交 えて パ ネ ル デ イス カ ツシ ョン に移 り、子

どもた ち の現 状 に関 して意 見交 換 が行 わ れま した。

今 子 ども の 置 かれ て い る状 況 につ いて の 報 告 は、 条約

がで きた か らと い って 子 ど もの 人 権 が必 ず しも大 切 には

され て いな い こ と を物 語 って い ます 。 テ ィモ ール で は 内

戦によ って 、 多 くの子 ども が多 面 的 に被 害 を こ う む って

います。親の死亡による家庭崩壊、食糧不足、貧 困、教

育、 兵 士 と して 戦 い に借 り出 され る こ と によ る死 亡 、怪

我。 数 え上 げた らき りが な い ほ どで す 。多 国 間の 戦 争 と

異な り、 内 戦 で は 生 活 の 場 が戦 場 に な っ て しま うた め 、

子ども はよ り多 くの 場 面 で傷 つい て しま うの で す 。

毛利氏 は日本の子 どもの現状を小児科医の立場で報告

した の です が 、 開 口一 番 、 この 場 に子 ども の パ ネ ラー が

いな い こ と にク レーム を つ け ま した 。子 ども の 問題 を話

し合 うの に子 ども がい な いの はお か しい とい う も っ とも

な主張です。

ユニセフは生存 、発達、保護 、参加の 4 つを柱に援助
を行 って い る の で すが 、 現 状 で は始 め の 3 つの 問題 が 重

過ぎて 、参 加 の 保証 はな い が しろ にさ れ がち なの だ そ う

です。 本当 はそ の すべ て の 場面 で 子 どもの 意 見 を聞 くこ

とが大切 なの だ と 思 うの で す が、 現 実 は厳 しいの で し ょ

う。

暗い 話 の多 い 中 、権 利 条 約 をニ ケ国 を 除 く世 界 中 の 国

が批 准 した こ とに よ って 、 各 国が 同 じベ ー ス に立 って 子

どもの 権 利 を と らえ る よ う にな り－、 法 律 を 作 る上 でも 、

行動 を す る上 で も や りや す くな った と い う明 る い詰 も あ

りま した 。

基調講演
ウ イ テ ィ ツ ト． ム ン ク ー ボ ー ン

（タ イ ．チ ュラ ロン コ ン大 学教 授 ）

パネ リス ト

毛利 子釆 （小児科医）

ア グネ ス ．チ ャン （日本 ユニ セ フ協会 大使 ）

東郷 艮尚 （日本 ユニセフ協会専務理事）

子 ども の権 利 条 約 ネ ッ トワー ク （以 下 、 C R C ネ ッ ト）

は、子 ども に よ る 国 際 的 な メ デ ィア で あ る チ ル ドレ ン

ズ・ エ ク ス プ レス （以 下 、 C E ） と昨 年 か ら交 流 を 続 け

てい ます 。

こ う した C R C ネ ッ トとC E の 交 流 の き っか け は、 日米

コミ ュニ テ ィ・ エ ク ス チ ェ ンジ （以 下 、J U C E E ） の プ

ログラ ム 「 日米 市民 活 動 リン ク ス （以 下 、 F C P ）」 に あ

りま す 。F C P は市 民社 会 の 発展・ 促 進 に 向 けて 、 日本 と

米国 の N P O セ ク ター の 関係 の強 化 を 図 る こ とを 目的 に、

日米の団体同士の連携を支援・促進するために 1 9 9 8 年

に作 られ た プ ログ ラム で 、第 1 回プ ロ グラム にはC R C ネ

ットを 含 め 日本 か ら5 団 体 、米 国 か ら3 団 体 が 参 加 して

います 。 3 ケ月 の 米 国 に お け る 日本 側 参加 者 の フ ェロ ー

シップ （ 1 9 9 9 年 7 月 ～ 1 0 月 に実 施 ）、 そ の 後の 日本 で

の共 同 プ ロ ジ 工 ク トを 経 て 、2 年 目に あた る現 在 、 そ れ

ぞれ の パ ー トナ ー 団体 が さ らに大 き な コラ ボ レー シ ョン

に取 り組 ん でい ます 。

そ う した 中 、 この FC P に お ける取 り組み の 経過 と成果

につい て 報 告 す る イベ ン トが 、 1 0 月 3 0 日 と 1 1 月 1 日

に、 ア メ リ カ の オ ー ク ラ ン ド （C A ） と ワ シ ン トン D C で

行わ れ ま した。 C R C ネ ッ トか らは、 C E との 交 流 を 担 当

して い る安 部 と 、事 務 局 か ら林 が 参カロし、 報告 を行 って

きま した 。

報 告 会 に 参 カロして 今 後 の 課 題 と して 強 く感 じた こ と

は、「今 回の 交 流 を い か に して次 につ な げ て い くか 」 で

す。今後 の あ り方 に つい て は、 報告 会終 了 後の 1 1 月2 日

に、C E 本 部 （ワシ ン トン D C ）で 行 いま した 。

そ こで 話 し合 わ れ た 内容 は 、「C E か らの 記 事提 供 を う

けてC R C ネ ッ トの ニ ュー ス レター に掲載 す る／C E の取 材

活動 に 協 力 す る な ど 、 C E 東 京 支 局 の 活 動 を 促 進 す る た

めの 活動 を行 う」「C R C ネ ッ トの学 習 講座 な ど をC E が 取

材し、そ の 原 稿 を C E が 配 信 す る こ とで 、C R C ネ ッ トの

活動 を社 会 に P R す る 」 と い うもの で 、 具 体 的 にど の よ

うな取 り組み がで き るか 、 と い う と ころ まで 深 く話 し合

いを行 い ま した。

来 年 1 月 の M O U 更 新 問題 も含 め て、 これ か らの C R C

ネッ トと C E の コ ラ ボ レー シ ョンの あ り方 につ い て さ ら

に検 討 して い く こ とが必 要 で あ り、 運 営委 員 会 で検 討 し

てい く予定 で す 。 これ まで の コ ラボ レー シ ョン も含 め 、

今後 の あ り方 につ い ての ご意 見・ ご提案 な どが あ りま し

たら、事 務 局 まで お願 い します 。

子ど もの権 利 条約 ネ ッ トワー ク事 務 局

丁 巨L O 3 －3 4 3 3 －7 9 9 0 F A X O 3 －3 4 3 3 －7 3 6 9

（月 ・金 1 3 ：0 0 ～ 1 8 ：0 0 ）

子どもの権利条約 第5 3 号・2 0 00 年 12 月 15 日号 ∠』



子どもアクシ ョン広場

「権利と責任・女の子と男の子」報告

報告 ：吉田 雪絵

（17歳・ 子 ど もの権 利 条約 ネ ッ トワー ク運 営委 員 ）

私 達 子 ど も が権 利 を つ か う た め に 、 最 低 限 や らな く て は い

けな い こと はな ん だ ろ う ？ ？

大人 にもた くさん の権利 が保障されています。でも自分 の

権利 を守 る た め に 、た くさん の義 務 ・ 責 任 を 果 た してい ま す 。

子ど も も 同 じよ う に 、 自分 達 の 権 利 を 守 る た め に 必要 な 責 任

を考 え ま した 。

例え ば、「自分の好きな授業 を受 けられる」 についてです。

はた さ な くて は な らな い 責 任 は 、 授 業 中 は 看争か にす る 。 と 、

小学生 の女の子 が答えま した。自分の好きなことをや らせて

もら う に は迷 惑 に な る こ と は して は い け な い と 思 っ た そ う で

す。

ま た 、何 を す る に も お 互 い の こと を 尊 重 しあ うべ き だ と 思

いま す 。 自分 の 権 利 を 主 張 す る こ とは 良 い こと だ け れ ど 、誰

かの権 利 を侵 害 す る こ と は 絶 対 に して は い け な い こ と で は な

いで しょ う か 。 だ か ら自 分 の 権 利 を 大 切 に す る と 共 に 、 周 り

の人たちの権利もたいせつにするべきだと思います。

後 半の女性 と男性の問題では、異性 との問で勘違い してい

たこ と や 、分 か らな か った こ とが 確 認 しあ え る 場 所 に な って

よか った と思 い ま す 。

こ の ア ク シ ョン 広 場 の よ う に、 子 ども た ち が 言 い た い 事 を

素直 に 言 え る 場 所 が あ らゆ る と ころ に必 要 な の で は な い か と

感じま した 。 子 ど も た ち の 日常 の 中 で そ ん な 居 場 所 が で き る

と いい な と 思 い ま した 。

シ ンポジ ウム 「自分 ら しく生きる権利 とは一

手、子どもの居場所を考える」報告

報 告 ：藤 木 武 夫（子 どもの権利条約ネ ットワーク運営委員）

■子どもと大人の「居場所」をめ ぐって

重い問いかけと白熱 した議論の場

シンポ ジウム は これまで にな く 「重 い問 いか け」 と、時間 が過

ぎるの も忘 れるほ ど白熱 した議論の場 で した。

パネラーの 石川 憲彦氏 （児童 精神科医） は最初 に 「子 どもの権利

条約 は ど う も ひ つ か か る と こ ろ が あ る 」 と 発 言 さ れ 、 中 で も 「 自

己決定権」「自己実現」 とい う言 葉は 「やば い」状 況の ときに出て

くるもの だと指 摘さ れま した。 また 「子 どもの居 場所 だけで いい

んだろ うか ？大 人 自身 の居 場所 こそ∠必要な ので はな いか」 とも間

置喜提起さ れま した。「川崎 市子 どもの権 利 に関す る条例」 第 1 4 条

の「 自分 に 関 す る こ と を 年 齢 と 成 熟 に 応 じて 決 め る 」 と い う 項 目

についても石川 氏は鋭 く切 り込 みま した 。 1 2 歳 の子 どもが出産 し

たい と言 った 時、 障害の ある二 人が 結婚 した いと言 った時 、大人

たち は ど う した か ？－ － ま さ に 成 熟 し て い な い と して 、 年 齢 が 若

いと し て ほ と ん ど が 否 定 した の で す 。 で も 、 ほ ん と う に 愛 し合 っ

ていた ら、そ れ こそ子 どもの 自己決 定権 その もので はなか ったの

だろ うか ？結 局は大 人 が納得 でき る合理性 と 欧米中心 の考 えで し

かな か った ん じや な い か と論 じて い ま した 。

喜多 明人民 （早稲 田大 学） はこ れに対 して 「石川氏 の発言 は と

ても重 いもの があ る」 と して 真筆 にこの 間い に答え なけれ ばな ら

ない と発 言 し、討 論を盛 り上 げま した。そ して若者 の発言 を聞 い

て「大人 で も子 どもで もな い世代の い らだち も忘れ てはな らな い

大事な問題だ」 と違 った視点 か ら新たな問題 を提起 しま した 。

その ほか にも、 1 0 代 や 2 0 代 の若者 か ら、自分の 引き こも りや

学校生 活の経 験か ら、鋭 くかつ厳 しい発言 が あ り、 他のパ ネラー

や聴衆に大きな反 響を呼び ま した。

不 登 校 や引 き こも りの子 ども たち と か かわ って い る 山 口実氏

（パスの 会代表） は試行錯 誤 して きた 自分の 人生か ら得 た貴重な経

験が語 られた 。

唯一 行政 ・教育 の立場 か ら参カロした 片山哲也 氏 （群馬県 生涯学

習課教 育係 長） は、キ ャン プや学 校現場 での 出会 いの大切 さ につ

いて 語 って く れ ま した 。

今 回の シンポ ジウム は、石 川憲 彦氏 と若者 の参加 があ って、 こ

れまでの 、どち らかと言 うと仲間 内の大人 同士 の話か ら、「本 音の

真剣 な 、鋭 く、重 い指 摘 も含 めた」 聴 き応 えの あ る内容 で した 。

今回、提起 された 問題 につ いて我 々は 真剣 に考え 、行動 で示 して

1 かなければな らな いと反省 させ られた一 目で した。

蛙
子どもの権利集約 第5 3号・ 2 00 0 年 12 月 15 日号

1 日 目・ 子 ど も ア ク シ ョン広 場

参加 した子 どもたちか らの感想

☆林 田 創 太 （15 歳）

ま だ まだ 何 も か も 足 りな す ぎ る 。 ま ず 、 初 日の 子 ど も ア ク シ

ョン広 場 。 ま あ多 少 は 交 流 が あ った と感 じて い ま す が ！！1 泊 だ

け（ 2 日分 ） な ん て あ ま り に短 す ぎ る よ 。 そ の た め に あ せ って

しま って 、 ［私 は利 己 主 義 で 、 で き る だ け 多 くの 、 無 駄 を 省 い た

行動 を した い し、 多 くの 団 体 の 確 実 な 情 報 を と り た か った 、 た

くさ ん の 人 と友 達 を つ く りた か っ た 。 ］た だ ひ た す らあ わ て て 、

あち こち 見 た り、 人 と 話 した り しま した 。 今 回 は一 人 一 人 を 全

然大 事 に して い な い 。 仕 事 と して ビ ジ ネ ス っぼ く や って い る よ

うに しか＜ ま だ ＞思 え な い 。 こん な フ ォー ラ ム じや 、 群 馬 県 の

人た ち は、 高 崎 市 民 を 対 象 に した ぐ らい で い い はず ！！で も 2 日

目か ら 味 が 出 て き て 、 と て も 具 体 的 で 内 容 の 濃 い フ ォー ラ ム と

感じま した 。 で も 先 が 読 め な い 。 い く らで も 良 く した り、 成 長

でき る 感 じで ある 。（この フ ォー ラ ム 、 団 体 な ど全 体 す べ て が ）

☆柳 田 正 芳 （17 歳）

・ フ ォ ー ラ ム に は 今 年 初 め て 参 加 しま した 。過 去 に 参 加 した こ

との あ る 人 か らは 「面 白 い よ」 と 聞 い て い た の で 楽 しみ に して

いま した 。

会場 には大人も子 どもも沢 山の人がきていて、「こんな にも多

くの人 が子どもや子 どもの権利 について関心 を持 っているのだ

なあ」 と改 め て思 い ま した 。

参加者にも分科会の企画者 にも色々な考 え方 を持 って いる人

がい て 、 そ うい う人 達 と話 を す る こ とで 、 た く さ ん の 新 しい 発

見があ り、 よ い勉 強 にな りま した 。 あ り が と う ござ い ま した 。

☆佐野 孝明（1 6 歳）

子 ど も ア ク シ ョン広 場 で は グ ル ー プ ご と に別 れ て 権 利 につ い

て権 利 カ ー ドを 使 って 話 した 。 東 京 シ ュー レの 人 と同 じグル ー

プに 入 って 、 本 当 に世 の 中 は い ろ い ろな 人 が い る と思 った 。権

利カ ー ドって 何 ？と思 って 参 カロした け れ ど も 結 局 理 解 で きな か

つた 。

二 日 目の 分 科 会 に は午 前 中 は い ろ い ろな と こ ろ を 回 り、午 後

には 第 5 分 科 会 に 参 加 しま した 。 そ こ で は 「川 崎 市 子 ども の権

利に関 する条例」 につい ての話 や 「川崎子 ども 。夢・ 共和 国」

につ い て等 の 話 があ りま した 。 そ の 「川 崎子 ども ・ 夢 ・ 共 和 国 」

からの 話 の と き 、僕 も前 に 出 て 「夢 ・共 」 って こ う い うと ころ

です 、 と興 味 を持 って も らえ て とて も うれ しか つた で す 。

二 日間 を通 して 思 い 直 して み る と 、 す ご い 「実 」 の つ ま った

時間 で した 。 こ れ か らい ろ い ろな 所 に （日 常 生 活 に も ） 生 か し

てい き た い と思 い ま した 。

☆ 田森 紀士 （ 16 歳）

1 日 目は 子 ど も な だ け に （ ？）「子 ども ア ク シ ョ ン広 場 」 へ 参

カロしま した 。 ま ず 肩 の 力 を 抜 く た め の ゲ ー ム 、 そ の後 本 題 ① の

「責 任 と権 利 」 と い う事 で 話 し合 い ま した 。「ま た イ キ ナ リ難 し

いこ とか ら入 る な あ ～ 」 な ん て思 っ て い る と、 な に や ら紙 と 力



－ドが 。 糸氏に は 子 ど も の権 利 が い くつ も 書 い て あ って 、 カー ド

には い くつ も 責 任 が書 い て あ って 、 そ れ を 組 み 合 わ せ て い くん

だと か。「そ ん な の 小 学生 だ って 出来 るち ゃん ！」 と か 思 って ホ

イホ イ と カ ー ドを 並 べ る と 、 意 見 が ホ ン トにぶ つ か る 、、、 い つ

も・ま に や ら ロゲ ン カ勃 発 寸 前 に ま で 。 結 局 ウ チ の 王児は 「愛 が あ

れば 全 て よ し 」 に 落 ち 着 き ま し た 。 あ の 口 論 は 一

体・ 。

休 憩 は さ ん で本 題（訓 ま「女 性 と男 性 」。 は じま った 8舜聞 か ら

出 る わ 出 る わ の イ メ ー ジ、 偏 見 。 で も そ れ が 終 わ る と異 性 か

ら同 性 、 同性 か ら同 性 へ の 意見 1 つ 1 つ に つ い て 色 々 な 考 え

が あ り 、 と て も 驚 き ま した 。 軽 い 一 言 か ら あ ん な に 考 え させ

ら れ る と は・… ‥。

2 日目午前 は第 3 分科会へ 出席 しました。中でも不法（超過）

滞 在 の ア ジ ア の 子 ど も 達 に は と て も 考 え さ せ られ ま した 。 と

い う よ り も 、 日 本 で の 生 活 や 待 遇 を 聞 い て 「何 で 日本 は こ ん

な にも融 通がきかないの か、悪い事 やって生活 して いる不法

滞 在 者 な ら コ マ ン とい る だ ろ う に」 と か な り切 な い か つ感 情

的 に な って しま い ま した 。

午後 は各 地での子 どもの権 利への行政 的取 り組みなん かも

聞 い た り して 、 あ らた め て そ の 「パ ワー 」 を 実 感 しま した 。

今 回の フ ォ ー ラ ム は前 回 の 東 京 と違 っ て 小 ぢ ん ま りと い う

か 落 ち 着 き の あ る と い う か 、 で も 内 容 は 勝 る と も 劣 らず 、 面

白 くて 勉 強 に な つて 、 と 、 と て も 濃 か っ た と 思 い ます 。来 年

の 青 森 （ら しい ） で は雪 を 5容か す く ら い の パ ワー で 、 そ れ に

参 カロで き る よ う にが ん ば りた い で す 。

第 5 分科会
「子 ども の権利 条例 の制定 をめ ざ して」 報告

報告 ：藤井 幹夫
（子 どもの 権 利条 約 ネ ッ トワ ー ク運営 委 員）

なぜ条例 が必要 か、ど うい った中身にすべきか、な どを 3

人の パ ネ リス トを 招 き 、 C R C ネ ッ ト副 代 表 の 荒牧 重 人 さん

のコー デ ィネ ー トで 検 討 が す す め られ ま した 。

まず 、子 ど も の権 利 条例 づ く りの事 務 局 と な って い るJtl崎

市教育委員会の 山崎信 書さんか ら、条例をなぜ作 るの か、ど

んな プ ロ セ ス で作 る の か を 中心 に 説 明 が あ りま した 。川 崎 市

は以前 から市の方針 と して人権 擁護施策 に取 り組んできた背

景が あ つた そ う で す 。 ま た 、川 崎 は教 育 を地 域 で 話 し合 う実

績が で き て い て 、 条 例 づ く りに も 市民 、子 ど も た ち が参 カロし

て市民ベースで条例の骨子案 を作 り、市議会へ 提出というプ

ロセ スで 進 ん で い るそ う です 。 ま た行 政 の縦 割 りを克 服 す る

こと も考 慮 され 、全 庁 的 体 制 で 、川 崎 に根 ざ して 、 市民 と と

もに作 る こ と を：理念 と して 取 り組 ん だ と い う お話 で した 。

次 に、東京都子 どもの権利条例 の制定 を進 めるために組織

された東京市民 フォー ラム事務局 の塩 田三恵子 さんか ら経緯

や現 状 に つ い て お話 が あ りま した 。東 京 都 で は 、 か つ て子 ど

もの 権 利 条 例 づ く り をめ ざ す こ と が確 認 され て い たの に 、徳

教育 を柱 と した石原都知事 による「心の東京革命」行動計画

が動 き 出 し、子 ど もの 権 利 保 障 が危 う くな っ て き て い る と い

うこ とで 、 市 民 に よ る 条例 推 進 の 活 動 が 始 ま った そ うで す 。

また、干 葉県で子 どもの人権 条例制定を推進する協議会設

立を 呼 び か け て い る米 田修 さ ん か ら、 市 民 に よ る 条 例推 進 活

動の 背 景 や 目標 な ど の説 明 が あ りま した 。 干 葉 で は 子 ど も の

虐待やわいせつ行為が続発 したのに、県の監督機能が充分に

働か な か った こ とを 実 寸幾に 、 人 権 侵 害 か ら子 ども を 救 済 す る

第三者機関設置などの条例制 定が必要とい う認識が県民の問

に広 が りつ つあ る とい うお 話 が あ り ま した 。

これ らの報告を受けて、午後の部では会場全体で意見交換

が行 わ れ ま した。

特 に、 川 崎 の 条 例 づ く りに 参 カロして い る 子 ども た ち と、 会

場の お とな た ち との 意 見 交 摸 の 場 が 持 て た こと が と て も 有 意

義だ った と思 い ま した 。

参 カロ者 は 全 部 で 2 0 名 程 度 で した が 、 充 実 した 意 見 交 摸 の

場 が 持 て ま した 。

2 日目・ 第 1 分科 会 C A P ログラ ム

子 どもの権利 条約 フ ォー ラム2 0 0 0 in群 馬

第 10 分科会「子 どもの権利条約入門」報告

報 告 ：林 大 介 （子 どもの権利条約 ネ ットワーク）

第 1 0 分科会は、「子 どもの権利条約」 を「子 ども」「権利」

「 条約」 の 3 つに分 けて話 し合 い、最後 に権利条約全体 を深め

る、 と い う形 で 行 わ れ ま した。

午前 中 は、 各 地 で ワ ー ク シ ョ ップ を 行 って い る福 田紀 子 さ ん

をフ ァシ リテ 一 夕 一 に迎 え 、「子 ど も」 と 「権 利 」 につ い て 、

ワー ク シ ョッ プ形 式 で深 め ま した 。 印象 的 だ った の は 、 イ ン

ドネ シ ア の 少 年 兵 と ア フ リカ の 避 難 民 の 子 ど も の 写 真 が 配 ら

れ、「写 真 に 写 つて い る 子 ども が欲 して い る ●権 利 －」 に つ い

てブ レー ンス ト一 三 ン ク を 行 った 時の こ と 。 ブ レー ン ス ト一

三ン クを 行 う う ち に 参 カロ者 か ら 「日本 の 子 ど も を紹 介 す る と

する と どん な写 真 にす る の だ ろ う か」 とい う意 見 が 出 ま した 。

そこで 日本 の 子 ど も に つ い て ブ レー ン ス ト一 三 ン グ を して み

ると 、「 日の 丸 の ハ チ マ キ を して い る 塾 の 子 ど も ＝遊 ぶ 権 利 ・

休む 権 利 を 欲 して いる 」「コ ン ビニ の 前 にた む ろ して い る 子 ど

も＝居 場 所 を欲 してい る 」「排 気 ガ ス にさ らさ れ て通 学 して い

る子 ども ＝ き れ い な環 境 を 欲 して い る」 な ど 多 く の 意見 が 出

て、 日本 の 子 ど も も 実 は 権 利 が 十 分 に保 障 さ れ て い な い 、 と

いうこ と が イ メー ジで き る よ うに な り、「子 ど もの 権 利 」 が 身

近な も の で あ る と い うこ とを 参 カロ者 自 ら の 問 い か け を 通 して

感じる こ と が で きた の で す 。

午 後 lあ前 半 の ワ ー ク シ ョ ップ を う け 、参 加 者 そ れ ぞ れ が 感

じた こ と を 出 し合 い、「条約 」 に対 す る 理 解 を 深 め るた め の デ

イス カ ッシ ョン を 行 い ま した 。 参 加 者 か ら の 「発 展 途 上 国 の

子ども は イ メ ー ジ で き る が 、 先 進 国 の 子 ど も は ど の よ うな 権

利侵 害 を受 け て い る の か ？」「条約 が で き た 背 景 は ？」「条 約

を批 准 した こ と で どの よ うな 変化 が あ った の か ？」「権 利 条 約

をどの よ うに広 め て いけ ば い い の か ？」 とい った 質 問 に対 し、

広沢 明さん （群 馬育英短期大学教授 ）がやわ らかい口調で権

利条約の歴史的背景 、 ‘条約 ’と ‘宣言■の違い、条約批准 を

受け て の 日 本 国 内の 変 化 な どを解 説 。 と っつ き に くい 「条約 」

とい うイ メ ー ジ が崩 れ た よ うに感 じま した 。

2 日 日・第 4 分科 会 耳 を傾 け、共 に語 ろ う

子どもの権利集約 第5 3 号・ 2 0 0 0年 12 月 15 日号

』



「子どもの権利条約」は国内外を通 じた子どもの権利保障の約束

であり、条約の実施は国連子どもの権利委員会で審査されています。

しかし残念ながら世界では、さまざまな場面で子どもの権利が侵害

されてお り、そ の背景 は 日本 に住 む私 たち とも無縁 で はあ りません 。

今回の2 0 0 0 年度第2 期学習講座では、世界の子どもをめぐる課

題を、家庭・地域・学校・施設などでどのように理解 し、活かし、

共有 する か を考 え 、デ イス カ ツシ ョンする場 にす ると ともに 、その

ことを通 じて 日本 にお ける子 ども の課題 をも 浮き彫 りに した いと思

います。

開催日時

2 月2 日（金）、9 日（金）、 1 5 日（木）、2 3 日（金）

1 8 ：3 0 ～ 2 1 ：0 0 （受付 18 ：15 ～）

参加費 （各回共通）

一般 おとな ：1 0 0 0 円 子ども ：5 0 0 円

会員 おとな ： 8 0 0 円 子ども ：無料

※ 事 前 申 し込 みは会 員料金 とな ります

会 場

国立 オ リン ピック記念 青少年総 合 セン ター センター 棟

プログラム

第 1 回 2 ／2 （金） センター棟 3 0 6 号室

「子どもの性的搾取・性虐待をなくすために

～横浜国際会議にむけて～」

講 師 ：坪井眞 規子 さん（工 クパ ッ ト・ ジ ャパ ン・ 関西 ）

第 2 回 2 ／9 （金） センター棟 3 0 6 号室

「権利 条約入 門ワー クシ ョップ 世界 の子 ども か ら学 ぶ権利 」

フ ァシ リテ一 夕ー ：甲斐 田万智 子さ ん

（国際子ども権利センター副代表）

第3 国 2 ／1 5 （木） センター棟 4 1 5 号室

「グ ローバ リゼー シ ョンで侵害 され る子 ども の権利」

講 師 ：大河内秀人さん （アーユス）

第4 回 2 ／2 3 （金） センター棟3 0 6 号室

「子 どもの参 カロをど う支 える か

～地域・学校・ 市民団体などで実践的な課題を探る～」

講 師 ：喜多明人さん

（早稲田大学教授・ C R C ネッ ト代表）

問合 せ・ 申 し込 み先 子 ども の権利 条約 ネ ッ トワー ク

2 0 世紀最後の「子どもの権利条約フォーラム2 0 0 0 」（以下、フ

ォー ラム ）を無 事終 える ことが でき ま した 。今年 は群 馬県高 崎市 で

の開催で、現地実行委員会の立ち上げが今年の 1月、と取り組みが

早か った こ ともあ り、内容 も充実 して い ま した 。様々 な形 で参加 ・

協力 して いた だいた方 々 に、この場 を借 りて お礼 申 し上 げます。

子 ども の権 利 条約ネ ッ トワー クの呼 び かけ で 19 9 3 年 か ら始 ま つ

たフォー ラム も 、今 回で8 回 目とな りま した 。回 を重 ねる ごと に内

容が充実 し、フォーラムはかつての予想を超えて全国的な発展の可

能性 が出 てき てい ると思 われ ます。 フ ォー ラム が今後 も継 続、 発展

する ため には 、 フォーラ ム全 匡l事務局 を担 当 してき た子 どもの権 利

条約 ネ ッ トワー クが これまで の蓄積 を活 かすた め にそ の基 盤 を強化

し、事務運営の面でも上手な積み重ねができる方法を確立 していく

ことが必要 で す。 フ ォーラ ムに対す る皆様 の想 いや ご意見 を、 ぜひ

ともお寄 せ くださ い。

さて 、2 1世 紀 に いよ いよ 近づ いて き ま した 。閉 塞 した 日本 社会

において 、「2 1世 紀」 に明 るい期 待を抱 きた いも のです 。そ う した

中、子 ど もの 権利 条 約ネ ッ トワー クは 、2 1世 紀の 1 年 目で あ る来

年の 1 1 月 に、設立 1 0 周 年を迎 え ます。前 回の この欄 にも書 きま し

たよ うに 、 1 0 周年 を 記念 した イベ ン トの企 画 をた だい ま募 集 中で

す。 1月の運営委員会以後、運営委員会では今年度の活動を振 り返

り、来年度の活動方針の検討を始める予定です。子どもの権利条約

ネッ トワークの 2 1世 紀 について 、そ して 1 0 周年 記念 企画 につ いて 、

皆様 か らの ご提 案 をお待 ち して います 。

l ボ ランテ ィアス タ ッフ募集 ！！

子どもの権 利条約 ネ ッ トワーク では、活 動 を支え て くだ さ るボ

ランテ ィアス タ ッフ を募集 して います 。ニ ュース レター を 読む

だけ ではな く、子 どもの権利 保 障をす すめて い くため に、学 習

講座の企画や実施の手伝い、記録集の作成、子どもの権利に関

する デー タ入力 な ど、で きる ことか ら活動 をは じめて いき ませ

んか ？関心 のあ る方、 連絡 をお待ち して います 。

子どもの権利条約
の これか ら

一国連・子どもの権利委兵舎

（C R C ）の勧告を活かす

●子どもの人権連・反差別国際運動

8 本葬兵舎清

春体価格1714円＋税

学校 で と りくむ

．子 どもの権利条約

一周連・子 どもの権利勧告を活かす

●子どもの人権連・学習研究委兵舎梅

本体価格76 2円＋税
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